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夙川学院短期大学「教育実践研究紀要」【SBET】投稿の手引き 

 

１．原稿の種類 （年１回３月発行） 

   

教育紀要に記載されるものは、以下に示されるカテゴリーに分類される。 

    第１類：大学教育の理念や思想に関するもの 

    第２類：大学教育の制度、法およびその運用に関するもの 

    第３類：大学における専門教育に関する方法、技術、課題に関するもの 

    第４類：大学教育に適した教具・教材の開発およびその利用効果に関するもの 

    第５類：大学生の心身の特性と教育のあり方に関するもの 

    第６類：その他、大学教育の実践に関するもの 

 

２．投稿に関する手続き 

(１)文の構成は、「問題の所在（または目的）」「方法」「結果」「考察」「結論」を基本とするが、教育分野や論の特性

に応じて適切な章立てを設定することができるものとする。なお、参考・引用文献等がある場合、必ず文末に付

記する。 

(２)原稿は原則として、Microsoft Word（表作成については Microsoft Excel も可）により作成し、完成イメージで

提出する。自筆による原稿の場合、自費（または個人研究費）において入力費用を負担しなければならない。こ

の場合、編集会議が配布するフォーマットを利用することが望ましい。その他、文字数・行数・フォント等、執

筆の詳細についてはフォーマットを参照のこと。 

   (３)原稿は、完成イメージで 4枚以上とし、最大 10 枚以内まで増頁することができる。  

    なお、10 枚を超える場合、分筆等を求めることがある。 

  (４)写真、図については、各自が画像ファイルとして作成し、原稿内に貼り込むものとする。全てグレースケールで

印刷されるため、出版時に画像の精細等に関する要求は一切受け付けない。ただし、カラー写真による掲載を希

望する場合、自費(または個人研究費)により、載せることができる。 

  (５)投稿にあたっては、以下の２種の手続きのうち、いずれかによるものとする。 

   ＜A＞投稿票、完成イメージで作成し印刷した本文、本文の電子ファイル、写真・図の電子ファイルを直接、FD 委

員会事務局（教務課）に提出する。ただし、電子ファイルは MO または CD-RW に依存する。 

 

   ＜B＞電子メールに、投稿票、本文、写真・図の電子ファイルを添付し、FD 委員会事務局に送信する。 

 

３．編集に関する手続き 

  (１)原稿が投稿されると、編集会議において１名のピアスーパーバイザー(PS)が決定される。 

  (２)PS は受稿後速やかに精読し、質問および意見をまとめ、投稿者に返信する。なお、PS が提示する意見や質問は、

本誌が多様な読者を想定していることから、専門分野を熟知した内容でなくてよいこととする。 

  (３)投稿者は PS から提示された質問や意見について、回答または修正等を行い、再び提出する。 

  (４)PS は回答または修正を確認し、「ピアスーパービジョン実施報告書」にコメント等、必要事項を記入の上、編集

会議に提出する。 
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第 3類  

幼児の体力・運動能力向上を目指した運動プログラムの構築 
～身体活動量としての歩数に着目した 1000 歩プログラム～ 

岡 みゆき        地下まゆみ 

OKA Miyuki               JIGE Mayumi 

 

近年の子どもの体力・運動能力の低下傾向が続いている。その問題点を改善するために、歩数（身体活動量）

を活用した運動プログラムを構築し保育現場で活用してもらえるように提示したいと考えた。体力・運動能力

と歩数は相関関係があるとされていることから、園生活の隙間の時間を有効活用し運動遊びで 1,000 歩数を増

やす工夫を行う。そのことで体力・運動能力の向上が見られれば 1,000 歩プログラムの有効性を実証できると

ともに、多様な運動遊びでの 10 分間の歩数計測において、1,000 歩プログラムに有する時間を算出し、保育現

場で運動指導の専門でない保育者においても活用できる運動プログラムの構築を行い提示できれば運動遊び

を行いやすくなるのではないかと考える。 

 

キーワード：体力・運動能力向上、歩数、運動あそびプログラム、運動スキル 
 

はじめに 

近年、社会は豊かで利便化され、幼児においても身

体を動かす機会を減少させている。子どもの体力・運

動能力は昭和60年頃から低下傾向を示し、平成15年

頃からは低下したままの横ばい状態が続いている。体

力測定でいくつかの項目は増加傾向を見せているもの

の、積極的にスポーツクラブに通い運動をする子ども

と、そうでない子どもの二極化が進んでいるとされる

ため、体力・運動能力の向上が見られたとは言えない

などの指摘もある（中央教育審議会答申2002「子ども

の体力向上のための総合的な方策について」）。幼児の

場合、体力・運動能力は本来的な自然な遊びから、そ

れらを養うとされているが、近年の豊かで便利な生活

様式は子どもから運動する場所（空間）、遊ぶ仲間、時

間を奪う、三間減少といわれる状況になっていると報

告されており幼児の体力・運動能力の低下が問題視さ

れている。 

また、運動量の減少は単に体力・運動能力の低下と

いう問題だけでは留まらず、肥満や生活習慣病などの

健康面、意欲や気力の低下といった精神面などにも大

きく影響を与えるのではないかと危惧されている。子

どもの「運動能力」の低下は、遺伝的要因によるもの

ではなく環境要因であり、成人が責任を背負って解決

すべき課題だと宮下（2007）は述べている。 

幼児の体力・運動能力の低下に歯止めをかけ、楽し

く身体を動かして遊びながら多様な動きを身に付けて

いくことを重視した内容として、平成24年文部科学省

は、「幼児期運動指針」を策定した。前橋（2004）の先

行研究では、昭和60年頃は9時から16時の園生活の

中では 12,000 歩代であった幼児の歩数が、現在では

5,000歩代になっていると報告されている。現在の園生

活での歩数5,000歩の20％にあたる1,000歩を一日の

生活で増やすことができれば、体力・運動能力向上に

つながるのではないかという仮説をたて、多様な運動

種目の運動場面においての歩数計測を、厚生労動省が

「1,000歩は約10分の歩行で得られる歩数である」と

公示していることから、10分という時間を設定して行

った。園生活の中で簡単に行うことができ、指標化さ

れた身体活動量（歩数）を増やす運動プログラムを提

示できれば幼児の体力・運動能力の向上に役立つと考

える。歩数という身体活動だけではなく、幼児が楽し

みながら多様な運動能力を養うことができる運動あそ

びプログラムを心掛け歩数計測を実施した。 

 

方  法 

1．Ｔ市公立保育園６園において、運動あそびの訪問指

導を行ない、５歳児の色々な運動あそびにおいて歩

数計を装着し、10分間の歩数計測を行った（表1）。 
2．勤務校の大学体育館にＴ市公立Ｏ幼稚園児４・５歳

児50人を招き、サーキットあそび8種目を行っても
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らい、歩数計を装着して10分間の歩数計測を行った

（表2・写真1）。 

3．幼児向けリズム体操「はやねちゃん」「ドンスカぱ

んぱん体操」を、保育者を目指す大学生73人に行っ

てもらい、歩数計を装着して歩数計測を行った（表3）。 

歩数計測には、YAMASA製PZ－150を使用した（写真

2）。測定期間は、2014年11月～2015年7月であっ

た。 

 

結  果 

 訪問指導における保育園での様々な運動あそびでは、

歩行という身体活動だけではない運動スキルの経験と、

心を育み、楽しく仲間意識やコミュニケーション意識

を育てる等の要素を取り入れた運動指導を行った。運

動あそびの中の 10 分間の歩数計測では、平均歩数が

177.3歩～530.7歩となり、10分間では1,000歩の歩数

を得ることは難しかった(表1)。 

大学の体育館でのサーキットあそび8種目での10分

間の歩数計測では平均715.9歩の歩数であった。 

（表2）。 

大学生が行なった幼児向けリズム体操での歩数計測

では、曲の長さ1分である「はやねちゃん」では1曲

平均44.5歩、曲の長さが2分である「ドンスカぱんぱ

ん体操」では1曲平均191.3 の歩数が計測された（表

3）。 

 
表１ 保育園で行った内容とその平均歩数 

 
 
 
 
 
 
 

 

写真１ サーキットあそびの説明を聞く園児 

 

 
 
 
 
 
 
 

写真2 使用した歩数計 
 
表2 Ｏ幼稚園児のサーキットあそびの内容と結果 

 

考  察 

今回、園生活のちょっとした工夫でつくり出すことが

できる隙間の時間で運動あそびを行ってもらうなど園

生活に大きな負担にならないことや、10分間 

で1,000歩の歩数を得られるという厚生労働省の公 

示を参考に10分間で歩数を増やすことができると 

いう課題を盛り込んで計測を行った。その結果、計測

した運動あそびでは10分間で1,000歩の歩数を得るこ

とは難しいことが分かった。サーキットあそびやリズ

ム体操においては、動きの工夫次第では 10 分間で

1,000 歩程度の歩数を得ることができる可能性が示唆

された。唯一、リズム体操「ドンスカぱんぱん体操」

は、2 分間で 191.3 歩の平均歩数が得られ、この値を

10分間に換算すると1,000近い歩数が得られることが

分かった。リズム体操の歩数計測の対象は、学生（18・

 Ｔ市 

公立保育園 
内  容 

10 分間

平均歩数

1 ＫＯ保育園5 歳 

59 人 

なわあそび  

（戸外） 

341.5

2 ＴＯ保育園5 歳 

11 人 

ふれあい体操  

(室内) 

293.0

3 ＯＯ保育園5 歳 

19 人 

なわあそび   

（室内） 

356.8

4 ＷＡ保育園5歳

24 人 

ボールあそび 

（室内） 

460.2

5 ＫＨ保育園5 歳 

21 人 

ボールあそび 

（室内） 

530.7

6 ＯＣ保育園5 歳 

19 人 

なわあそび 

（室内） 

177.3

Ｔ市 

公立幼

稚園 

内  容 
10分間 

平均歩数 

4･5 歳

50人 

①トンネルくぐり  ②カ
ンガルーボール運び ③階
段ジャンプ ④ジグザク走 
⑤川わたり  ⑥マット回
転 ⑦ケンパ   ⑧大縄く
ぐり    【8種目】 

715.9



夙川学院短期大学 教育実践研究紀要 2015 
 

5 
 

19歳）で行った結果である。同じ振り付けにおいて幼

児では、身体的特徴として動きが細かくなるとされて

いることから、歩数は、もう少し多くなることも考え

られる。これらのことを、考慮に入れると 10 分間で

1,000歩の歩数獲得は、可能であると考えられる。リズ

ム体操は、環境（広い場所、用具）などを必要としな

いで行え、歩数が得られるという点では、利点が大き

いと思われる。また、近年のスマートフォンの普及に

より、いつでも、どこでも、身近に音楽を流す環境を

有している。園で覚えたリズム体操の動きと、リズム

体操の曲を家庭に知らせ、スマートフォンで見聞きす

ることができるようにすれば、家庭生活においてリズ

ム体操の活用が考えられ、子どもたちの生活全般にお

いてもリズム体操を積極的に行ってもらえる可能性が

高くなる。そのことが、歩数を増やすことにつながり

体力・運動能力の向上につながるのではないかと考え

る。 

測定結果から見えてきた、1,000歩プログラムとして

は 1,000 歩が得られる時間の目安として「なわあそ

び」・「ふれあい体操」は 30 分程度、「ボールあそび」

は20分強である。この基準で幼児に指導を行い、体力・

運動能力の向上が見られれば、1,000歩プログラムは有

効であるということが立証され、保育者にもわかりや

すい運動プロラムを構築し提供する基盤となって行く

と考えられる。 

サーキットあそびは、10分間で715.9歩の歩数が得

られた。測定結果から、サーキットあそびは、15分で

1,000歩の歩数が得られると考えられる。工夫次第では

10分間で1,000歩の歩数を得ることも不可能ではない

とも考えられる。短時間で、多種 目の動きを経験す

ることができ、歩数も得られるサーキットあそびは、

園の運動あそびプログラムに取り入れてもらいたいと

考える。 

 

今後の展望 

今後も、幼児の運動あそびに積極的にかかわり、多

様な運動あそび場面での歩数計測を実施し、得られた

結果から 1,000 歩を増やす運動プログラムの構築につ

なげていきたい。保育現場では保育者への負担が増え

ていることから、隙間の時間でできる運動遊びの実践

は重要であると考える。これからの保育現場では体

力・運動能力を向上させる運動あそびの構築は必須で

あろうと考えられる、筆者もその一助になれるように

研究を深めてゆきたい。 

表3 学生によるリズム体操（オリジナル振り付け）内

容と平均歩数 

 曲 名 時

間

人

数、

年齢 1 曲平

均歩数 

最多

歩数

最少

歩数

1 は や ね

ちゃん 

1

分

73

人 

18,19 

歳 

44.5 

歩 

105

歩

10

歩

2 ド ン ス

カ ぱ ん

ぱ ん 体

操 

2

分

73

人 

18,19 

歳 

191.3 

歩 

249

歩

43

歩
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ピアスーパーバイザーからのコメント 

著者は、子どもの体力・運動能力の増強対策の一つと

して、ちょっとした隙間の時間で実施できる運動プロが

ラムの開発に取り組んだ。そして、10分間で1,000歩を

増やすという計測可能な目標を立て計測した結果、従来

の運動あそびでは達成が難しいことが明らかになった。

しかし一方、サーキットあそびやリズム体操では、動き

の工夫次第で 10 分間で 1,000 歩程度の歩数を得ること

ができる可能性を実証したことは、実用的でかつ意義深

い研究であると考えられる。 
（担当：児童教育学科 田邊 文彦）

 



夙川学院短期大学 教育実践研究紀要 2015 

6 
 

                                    第３類 

「“縫える先生”になろう！」子ども学ゼミでの実践報告（Ⅰ） 

白坂 文 

SHIRASAKA Aya 

本稿は夙川学院短期大学「子ども学ゼミ」において著者が指導する「“縫える先生”になろ

う！」というテーマで取り組んでいるゼミ研究について報告するものである。 

本学の学生の多くは幼稚園教諭や保育士を目指している。園では生活発表会や運動会などの

諸行事で先生が衣装を制作する場合があり、先生は“縫うこと”も仕事のひとつといえ、“縫

える先生”は大変重宝される。また縫って制作する布玩具は手触り感がやさしく、子どもに気

持ち良さや、ぬくもりを感じさせることができ、縫製技術やテクニックを学んで制作すると丈

夫で長く使用できるというメリットもある。 

そこで 2015 年度「子ども学ゼミＡ」での学生の制作作品の中からいくつかの事例を取り上

げ、作品の考案・制作・発表という経過をたどり、ゼミ研究を通して学生が将来の保育者とし

ての自信向上に繋げられるかを考察する。 

キーワード：子ども学ゼミ、縫える先生、布玩具、縫製技術、保育者 

１. はじめに 

家庭科は生活実践力を養う教科であり、被服製作は

実践に直接結び付く技能の習得に欠かせないが、被服

の授業時間数は削減の一途をたどっている１）。また、

ほとんどの学生は、小・中・高等学校の家庭科教育を

通して被服製作を経験してはいるが、その技能は学校

の地域・規模・学科の種別により違いが見られ、その

結果、現在の学生は被服製作に関しての習熟度に個人

差が大きい2）。 

また大学生の縫製技能に関する調査3-5）においても、

被服製作に必要な縫製技術力の低下が明らかにされて

おり、家庭科教育の小・中・高の連携が取れておらず、

縫製技術を系統立てて学んでいないとの報告もある6）。 

この点についてはゼミで実施したアンケート「小・中・

高校の家庭科で被服製作したアイテム調査」の結果（図

1.2.3）を見ても明らかで、小・中・高の連携が取れて

おらず製作アイテムが重複したり、製作アイテムがぞ

うきんという驚くべき回答や、高等学校時に至っては

1/4が被服製作を経験していないことが分かった。 

このように家庭科教育における現状は、被服の授業

時間数の削減、ものづくりの機会の減少による知識・

技能の不確かな定着、手指の巧緻性の低下など、製作

学習を指導する上では困難点が多い7）。 

とはいえ本学の学生はモノづくりを好んでいるとい

うことはアンケート結果の図4をみても分かる。また

本学は保育、教育に関する専門的知識・技能を身につ

ける意欲がある人材を求めていると入学者受け入れ方

針にもあり8）、モノづくりに意欲的な学生が多く入学

してきていると考えられる。被服製作の習熟度の程度

はどうであれ、“縫うことが好き”で“縫える場所”

が整ってさえいれば縫製技術を学び習得したいと考

えている学生は多いであろう。 

このような状況を少しでも打開するためにも、著者

は縫うことによりモノづくりの楽しさを体感してもら

いたい、“縫える場所”、“縫製技術を習得する場”を与

えたいとの考えより、2014年度から「“縫える先生”に

なろう！」というテーマでゼミ研究を行ってきた。 

子ども学ゼミの趣旨については、多彩な分野のユニ

ットから学生の興味・関心のある分野を選び、さらに

その技術を身につけることにより、学生の得意分野を

生かすことのできる付加価値を有した教育者・保育者
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を育成することをめざしたもので、他学にはない1・2

回生合同ゼミ形式になっている9）。 

ゼミは前期・後期の通年であるが、本ゼミは前期に

フェルトや布を使用し、布玩具を考案・制作、後期に

は前期で制作した作品を応用発展させ布玩具を制作す

ることとしている。その際、この布玩具を使用する時

期の子どもの発達特性を予想しながら、子どもが布玩

具を使い遊ぶことで何を感じられるか、何を得ること

ができるかということについて制作意図や制作計画を

着実に行わせた。 

また、完成作品をゼミ内で発表し講評し合うことに

よって、他の学生の作品に触れて得られる“気づき”

や“刺激”があり、今後の自身の制作作品に対してよ

り一層創作意欲が湧く。本稿では前期・後期それぞれ1

作品ずつ制作したオリジナルの布玩具の制作計画から

完成までを事例を交えて紹介し、後期最終授業で行っ

た最終プレゼンテーションを受け、自身の制作した布

玩具について学生の間でどのような意識変化が見られ

るようになったのかを詳述する。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

２. 方 法 

調査期間：平成27年4月21日〜平成28年2月9日 

調査対象：本学児童教育学科白坂ゼミ受講者1回生10

名、2回生10名 

手 続 き：本ゼミでの布玩具制作経過（第1回ガイダン

ス～第15回プレゼンテーション前期・後期）までをた

どり、後期の最終授業で行うプレゼンテーション、レ

ポート、アンケートから学生の制作作品の課題や改善

点、今後の展望を明らかにする。アンケートは質問紙

法を用い、一部記述式とした。 

３. 授業の展開と考察 

3-1 研究活動への導入 

表 1 は 2015 年度の授業計画・内容である。第 2～3

回の授業では手縫いとミシン縫いで作る布玩具の過去

の作品（2014年度作品）を紹介し、制作者の工夫した

点や縫製テクニック等を解説している。これにより学

生は各自制作したい作品内容が具体化でき、制作に取

り組みやすくなる。 

続いて第 4 回目の授業では自身の制作作品の「テー

図１ 小学家庭科での被服製作 

図２ 中学家庭科での被服製作 

図３ 高校家庭科での被服製作 

図４ モノづくりは好きか 
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マ」、「この作品を子どもにどのように使用させるのか」、

「使用する子どもの対象年齢」、「工夫する点」、などを

具体的に検討し、完成予定日までのタイムスケジュー

ルを立てる。 

第15回目のプレゼンテーションではひとりひとりが 

自身の制作作品について説明しながら、「工夫した点 

「反省点」、「後期に向けて」等を発表しお互いの作品 

に対して講評を行う。 

 

表１ 2015 年度授業計画･内容 

  

第１回 ガイダンス

手縫いで作るおもちゃの研究
　　　　　　　　　※過去作品の紹介

ミシンで作るおもちゃの研究
　　　　　　　　　※過去作品の紹介

自身で作るおもちゃの計画

第５回 おもちゃの制作

　

第13回 　　　完成

第14回 レポート（感想と反省点等）

第15回 プレゼンテーションと講評

第２回

第３回

第４回
　　　　　　　　　※

テーマ、スケジュール

材料、用具、準備物

※振り返り・途中経過報告～

 
 
3-2 研究活動の内容（前期） 

表2はゼミの前期作品である。作品の特徴としては、

1 回生は全員自身の名前が入っているフェルトの名札

を制作しているところである。名札の中に指人形が仕

込まれていたり、窓が開くとネコが見えるような「仕

掛け名札」を制作している学生がいるものの、全員が

名札制作を行っている。これについては、前期最終授

業のプレゼンテーションで、1 回生は玩具の種類や、

どのような意図で子どもに使わせる玩具が良いのかと

いう知識が浅く、なかなかアイデアが浮かばなかった

ため、ひと先ずは実習で使用できる名札を制作したと

多くの学生が述べている。 

これに対して 2 回生の作品は子どもが触ったり使っ

たりして遊ぶことができる布玩具を多く制作している。

「手触り」にこだわっている作品が多く、使用素材に

ついてもフェルトだけでなく動物の特徴を表現するた

めにフェイクファーを用いたり、電車の形を形成する

のに牛乳パックを使用したり、不要な軍手を使用した

りとリサイクル意識や素材研究意識が随所に見られた。

また制作されたそれぞれの玩具には「知育」をテーマ

に考案し工夫を凝らしている様子がうかがえる。 

ここまでを見ると、1 回生と 2 回生には縫製の巧拙

や縫製のテクニックに関してはそれ程大きな差は見ら

れなかったが、作品を考案する発想力や制作意図を明

確にする力、作品に創意工夫をするというアイデアの

豊かさにおいては大きな差が出ており、1 回生ではま

だ児童教育における知識や経験の浅さが影響している

ことが明らかとなった。 

やはり 2 回生は 1 年間保育者になる為の知識を身に

付け、実習を経験し自身が保育者になるための意欲も

高くなっているということが作品制作にも繋がってい

ることが分かる。 

 

表２ 前期作品 

学年 氏名　（作品） 前期作品 学年 氏名　（作品） 前期作品

Ｍ・Ｍ
（仕掛け名札）

Ｋ・Ｓ
（三匹の子ブタﾊﾟﾈﾙ

ｼｱﾀｰﾊﾟｰﾂ）

Ｏ・Ｅ
（名札･小物入れ）

Ｍ・Ｍ
（布絵本ﾊﾟｰﾂ）

Ｈ・Ｍ
（仕掛け名札）

Ｉ・Ｅ
（抽選箱）

Ｋ・Ｈ
（名札･ﾄｰﾄﾊﾞｯｸﾞ）

Ｋ・Ｍ
（手袋ｼｱﾀｰ）

Ｓ・Ｒ
（名札）

Ｎ・Ｈ
（手袋ｼｱﾀｰ）

Ｙ・Ｎ
（名札･ｴﾌﾟﾛﾝ）

Ｈ・Ｙ
（赤ずきんちゃんﾊﾟ

ﾈﾙｼｱﾀｰﾊﾟｰﾂ）

Ｉ・Ａ
（名札）

Ｈ・Ｙ
（布絵本）

Ｏ・Ｔ
（名札）

Ｙ・Ｎ
（野菜色々布絵本

ﾊﾟｰﾂ）

Ｋ・Ｋ
（名札･指人形）

Ｔ・Ｃ
（食育ﾊﾟﾈﾙｼｱﾀｰ）

Ｎ・Ｓ
（名札）

Ｍ・Ｈ
（電車ﾊﾟｰﾂ）

１

回

生

２

回

生

 
 

次に前期最終授業で行ったプレゼンテーションで、

各自が制作した作品についての説明、創意工夫した点

や反省点、後期に制作する作品への展望について述べ

たものの中から事例①から事例④の4点を紹介する。 
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【事例①:2回生 Ｍ・Ｍ 前期作品】 

テーマ「さわって遊べる布絵本のパーツ」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例②:2回生 Ｋ・Ｓ 前期作品】 

テーマ「三匹の子ブタのパネルシアターのパーツ」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例③:1回生 Ｓ・Ｒ 前期作品】 

テーマ「名札」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例④:1回生 Ｍ・Ｍ 前期作品】 

テーマ「仕掛け名札」 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電話のボタン部分は立体的。押すと音が鳴るよ

うに中に「鳴き笛」を入れ、子どもたちに押した

ら音が鳴ることを覚えさせるようにした。 

・ボタンの留め外しで指先の発達に繋がるように、

服の左側にボタン、右側にボタンホールをあけた。

・冷蔵庫は野菜や魚を出したり入れたりできるよ

うに土台を「マジッククロス」で作り、野菜や魚

の裏面にマジックテープを縫い付けた。 

・できる限り手縫いにこだわり、電話のボタンの

数字や魚のウロコも手で刺繍した。 

・今はボタンを押すと音が鳴る、ボタンの付け外

し、マジックテープの付け外ししか仕掛けがない

ので、後期には仕掛けの種類をもっと増やしたい。

・とにかくこだわったのが手縫いで、「ブランケッ

トステッチ」を先生に教わった。ブランケットス

テッチは見た目がきれいなだけでなく、フェルト

や布の端をほつれにくくする働きもあると知り、

機能的な縫い方ができるようになった。 

・レンガの家、木の家、わらの家のそれぞれの特

徴を考え、レンガ部分はフェルトでアップリケ、

丸太の年輪やわらの感じなどは刺繍で工夫した。 

・レンガの家は二つ折りになっていて、ホックを

外せばお湯の沸いた鍋が見えるように場面が変化

するようにした。 

・後期は壁に掛けても使えるようにして、大きな

作品にしたい。 

・工夫したところは「仕掛け名札」となっている

ところで、中を開ければ指人形が入っていて、子

どもたちが遊べるところ。名札の裏面には小さい

果物をたくさん作ってマジックテープで付けたの

で、ここでも遊べるよう工夫した。 

・子どもが使うことを想像すると、とても小さく

て、指人形を縫うのが大変だったが、顔の細かい

部分までこだわりを捨てず縫えてよかった。 

・前期の作品を後期にも応用させるよう考えられ

なかったのが反省点で、プレゼンテーションで先

輩たちの作品を見て、細かい部分まで工夫されて

いるなと感心した。子どもがどう使うかとか、ど

う遊ばせるとか考えてあった。後期はもっと子ど

もが使えて楽しめるようなおもちゃを作りたい。 

・最初の授業で紹介された作品を見て、私も実習

に使える名札を作りたいと思った。 

・実習に行った時に男の子と女の子それぞれに興

味を持ってもらえるように恐竜とライオンの２種

類を作り、日によって変えられるようにした。 

・名前の文字を全て自分で切って作ったところが

頑張ったところ。すごく難しかったけど、曲線が

切りやすいはさみを先生に教えてもらったので上

手くできた。道具についての知識も増えた。 

・最終授業のプレゼンテーションでは先輩たちの

作品は子どもが楽しめるものになっていてすごい

なと思った。後期は私も子どもが使えるものを作

りたいと思う。 
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3-3 研究活動の内容（後期） 

図 5 は後期に制作したアイテムの内訳で、表 3 は学

生の作品をまとめたものである。ここで特筆すべきは、

1 回生のアイテム数の変化である。前期と比較してア

イテム数が圧倒的に増えている。前期では 1 回生のほ

とんどが制作する作品のアイデアが出ず、子どもたち

が使用する玩具ではなく、実習等で自身が使用する名

札を制作していたのに対し、後期では子どもが使用す

ることを目的とした布玩具を考案・制作しており、前

期の1アイテムから5アイテムと種類が増えている。 

また、このような傾向は2回生にもみることができ、

前期作品と比較すると 4 アイテムから 6 アイテムと種

類が増えバリエーション豊かな作品となっている。 

作品内容については1・2回生ともこの布玩具を使用

する時期の子どもの発達特性を予想しながら、子ども

が使い・遊ぶことのできる作品を制作できており、こ

れには前期のプレゼンテーションの内容から多くのア

イデアや工夫、布玩具制作の意図などを学べたと多く

の学生が感じている点にある。特に 2 回生の制作作品

やプレゼンテーションの内容に 1 回生は刺激を受けて

おり、2 回生同士もお互いの作品制作に大いに良い影

響を受けたと感想を述べている。 

このように前期の反省を踏まえ、1・2回生とも“こ

の玩具の使用で子どもたちが何を感じられるのか”、

“何を得ることができるのか”という点について制作

意図をより確実に検討できるように変化している。こ

のことはゼミを1・2回生の合同形式としていることが

効果的にはたらいているといえる。 

また◎印の 2 回生 4 名については前期の作品を応用

発展させ、後期作品に連携させており、制作時間も前

期から後期と長く使えているため、迫力のある大きな

作品や、非常に緻密な仕掛けが施された作品を完成さ

せている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

表３ 後期作品 

学年 氏名　（作品） 後期作品 学年 氏名　（作品） 後期作品

Ｍ・Ｍ
（すき焼きのままご

とｾｯﾄ）

◎Ｋ・Ｋ

（三匹の子ブタの巨

大ﾊﾟﾈﾙｼｱﾀｰ表裏）

Ｏ・Ｅ
（森の音楽家ﾊﾟﾈﾙｼ

ｱﾀｰ）

◎Ｍ・Ｍ
（さわって遊ぼ！布

絵本）

Ｈ・Ｍ
（神経衰弱）

Ｉ・Ｅ
（ｱﾝﾊﾟﾝﾏﾝｴﾌﾟﾛﾝ）

Ｋ・Ｈ
（布絵本２種）

Ｋ・Ｍ
（ﾏｸﾞﾈｯﾄの布ｶﾚﾝ

ﾀﾞｰ）

Ｓ・Ｒ
（布絵本）

Ｎ・Ｈ
（ｴﾌﾟﾛﾝｼｱﾀｰ）

Ｙ・Ｎ
（お正月ｾｯﾄ：おせ

ち，福笑，鏡餅）

◎Ｈ・Ｙ
（赤ずきんちゃんﾊﾟ

ﾈﾙｼｱﾀｰ）

Ｉ・Ａ
（布絵本ﾊﾟｰﾂ）

Ｈ・Ｙ
（お弁当）

Ｏ・Ｔ
（神経衰弱ﾊﾟｰﾂ）

Ｙ・Ｎ
（布ｶﾚﾝﾀﾞｰ）

Ｋ・Ｋ
（神経衰弱ﾊﾟｰﾂ・指

人形）

Ｔ・Ｃ
（お弁当）

Ｎ・Ｓ
（赤ずきんちゃんの

指人形）

◎Ｍ・Ｈ
（牛乳ﾊﾟｯｸの電車

のﾌﾟﾗﾚｰﾙ）

１

回

生

２

回

生

 

 

次に後期最終授業で行ったプレゼンテーションで、

各自が制作した作品についての説明、創意工夫した点

や反省点、前期・後期を通して自身の制作作品がどの

ように変化したか、また縫うことを通じて自信の意識

がどう変わったかを述べた中から事例⑤から事例⑧の

４点を紹介していく。 

 

 

図５ 作品アイテムの内訳 

後期作品 前期作品 
１回生 

２回生 
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【事例⑤:2回生 Ｈ・Ｙ 後期作品】 

テーマ「赤ずきんちゃんのパネルシアター」 

  

・場面は赤ずきんちゃんがおばあちゃんの家に向かう

森の小道の背景と、おばあちゃんの家の中の背景 2 場

面をパネルの表裏で表現している。 

・木の中にキルト芯を入れて立体的にしたり、緑の部

分はマジッククロスを縫い付けて、人形が付くように

した。 

  

・おばあちゃんを布団の中に入れて寝かせることがで

きたり、オオカミのお腹はおばあちゃんが入るよう袋

状にしたり工夫を凝らした。 

・オオカミの毛並みはフェイクファーで表現し、子ど

もたちが触った時に、動物っぽい手触りを感じられる

ように工夫した。 

 

・前期はまだ手縫いに慣れていなかったが、後期にな

ると縫製方法も身に付き、多くの縫製方法を学ぶこと

ができ、スムーズに作ることができた。 

・子どもが触って柔らかい手触りを感じて欲しい。布

とフェルトで制作したので落としたりぶつけたりして

も柔らかく、怪我をしないところが布玩具の長所。 

・就職する園で是非使いたいと思う。宝物ができて大

変嬉しい。 

【事例⑥:2回生 Ｍ・Ｈ 後期作品 】 

テーマ「牛乳パックの電車のプラレール」 

  

・エコを意識し、牛乳パックをリサイクルして立体的

な電車にした。電車の中には臭いの無くなった消臭ビ

ーズの粒々を入れ、電車を動かすと音が鳴るように工

夫した。 

・線路は直線と曲線のパーツを作り、組み合せによっ

て子どもが色々な形にすることができるようにした。 

  

・線路は裏面にマジックテープを付け、地面のマット

（マジッククロス）に固定できるようにした。 

・駅や建物、池は子どもたちが自由な場所に移動させ

ることができるようにし、これからも建物や木々とい

ったアイテムを増やしていく予定。 

 

・電車と線路だけでなく、駅や建物、池を置くことに

よって街の雰囲気が出るし、レイアウトを自由に変え

ることによって子どもの想像力を育てることができる。 

・反省点は電車を１両しか制作できなかったところ。

最初の計画ではＪＲ、阪急、阪神というようにいくつ

か阪神間の種類の電車を作り、自分の住む街をレイア

ウトして楽しめるようにしたかった。 

・踏切とか信号機を作るとより本格的なプラレールに

なると思うので今後作っていきたい。 
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【事例⑦:1回生 Ｋ・Ｈ 後期作品】 

テーマ「布絵本2種」 

  

・これは 0 歳～2 歳の乳幼児を対象とした布絵本で、

果物の中身が学べる簡単な内容にした。皮をむいたら

中身が出てきたり、開くと果物の断面が見えるように

した。 

  

・これは 3 歳～5 歳の幼児を対象とした布絵本で、幼

児用より少し手先の運動の難易度が上がっている。 

・子どもたちが普段着ている洋服の脱ぎ着の練習（ス

ナップ、ボタン、ファスナー、マジックテープ）がで

きるようにした。 

 

・子どもは年齢ごとに発達段階が違うので布絵本も「乳

幼児用」と「幼児用」の2種類にした。 

・小さな子どもが落としたりぶつけたりしても布なの

で大きな音が出ないし怪我の心配もなく、汚しても洗

濯できる点は布の長所だと思う。 

・前期のプレゼンテーションで 2 回生の先輩方の作品

が凄かった。制作したおもちゃを使わせ、子どもたち

に何を学ばせるのかという目的をきちんと考えている

と感心した。私も先輩に影響を受け、後期は子どもた

ちに手先の運動をさせる布絵本を制作した。完成した

時は達成感でいっぱいで、満足しています。 

 

【事例⑧:1回生 Ｙ・Ｎ 後期作品】 

テーマ「お正月セット」 

   

・日本の伝統的な習慣にふれさせることを目的として、

お正月のおせち料理を全て手縫いで表現し、重箱に詰

めた。おせち料理の種類（黒豆、数の子、ごまめ、酢

ごぼう、かまぼこ、伊達巻、栗きんとん等）の由来を

学ばせたり、各家庭のおせち料理がどんなものか話題

を広げることができる。 

・重箱から料理を出して箸を使って詰めなおすことで、

子どもの巧緻性を高める効果を狙っている。 

  

・福笑は目、鼻、頬、口、土台の顔をそれぞれフェル

トで制作した。福笑は日本の伝統的な正月の遊びであ

るが、最近ではなかなか遊ばれていないと思い、昔の

良い遊びを見直す為にも制作した。 

 

・私は将来小学校の教諭を目指しているので、小学校

で使用する目的で、冬の日本の文化を学ばせる授業で

の教材として活用したい。 

・前期は何も思いつかず、名札とエプロンを制作した

が、2 回生の先輩や 1 回生の友人達が制作した作品を

見てすごく考えさせられた。何事にも目的があり、そ

の目的を達成させる為には、どのように工夫していく

か等、今回の後期作品は自分なりに考えながら制作で

き、満足のいく作品が完成して嬉しい。 
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４. 結果と考察 

 図6はゼミで実施したアンケート「後期に制作した作

品で子どもの何を養いたいですか」という問いの結果

である。「手先の発達」（20％）、「想像力」（20％）、「知

識の習得」（15％）、「自主性」（15％）、「記憶力」（15％）、

「協調性」（10％）、「視覚感覚」（5％）との回答が得ら

れ、それぞれの学生が制作する玩具に対して意図を持

つようになった様子がわかる。 

 図7は「布玩具についてどう思いますか」との問いに

対してであるが、「あたたかみがある」（30％）、「柔ら

かいので怪我をしない」（30％）、「丈夫で長持ちする」

（20％）、「洗濯でき衛生的」（10％）というように布

玩具を使用する子どもの立場に立った上での利点を挙

げている。しかし一方では、「制作に時間がかかる」

（5％）や「制作に忍耐力がいる」（5％）と、制作者の

立場で感じる本音も垣間見えている。しかしながら、

90％以上の学生は布玩具を好意的に捉えている。 
 また図8の「このゼミを受講して得られた成果は何で

すか」という問いについては、「縫えるようになった」

（50％）、「知識・技術が向上した」（25％）、「玩具研

究ができた」（15％）、「制作意欲が高まった」（10％）

と回答しており、縫うことを通して学生各自が十分な

成果を得られたと感じている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５. まとめ 

学生たちはゼミ研究を通じ、将来自身が保育者と

して現場に立った目線で、オリジナリティ溢れる布

玩具を『考案』する発想力を身に付け、『制作』する

縫製知識・技術を習得し、『発表』によって伝えるプ

レゼンテーション能力を身に付けることができた。

これは前期のプレゼンテーションと、中間期（第 5
回～）の途中経過報告、後期のプレゼンテーション

から著者が感じたことであるが、前期と比較すると

後期のプレゼンテーションでは格段にプレゼンテー

ションの能力が向上していた。ある学生は「お弁当

の歌」を歌いながら布玩具の使用方法を紹介したり、

またある学生は「そらまめくんのベッド」の話をし

ながらエプロンシアターで演じたりと、プレゼンテ

ーションを聞いている学生たちも著者も引き込まれ

てしまうほどであった。 
本ゼミでは“縫える”ことを目標にしているとは

いえ、布玩具の制作で終わりというのではなく、プ

レゼンテーション等を行うことにより、自身の意見

をしっかりと発言できるようになることを重視した。

それが出来なければ、子どもたちに自身が制作した

布玩具の良さを伝えることはできず、このプレゼン

テーション能力は、学生が将来園に就職し現場に立

った際、子どもたちとのかかわりの中で必ず必要と

なり、プレゼンテーション能力の向上は保育者とし

て必ず手助けとなることは明確である。 
「“縫える先生”になろう！」というテーマでゼミ研

究を行ってきたが、布玩具を制作し、縫えるようにな

っただけでは、ただの自己満足になってしまう。布玩

具を制作してそれで終わりではなく、その玩具を使用

し子どもたちをどのように遊ばせるかが重要であり、

図６ 後期に制作した作品で子どもの何を養いたいですか 

図７ 布玩具についてどう思いますか 

図８ このゼミを受講して得られた成果は何ですか
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その玩具を使い楽しく遊んでくれるか、これがある意

味、子どもたちからの「評価」であると著者は考える。 

自身で制作した玩具を子どもたちが使用してくれるか

らこそ、学生たちはより一層自分に自信を持つことが

できる。よって本ゼミでの取り組みは、布玩具の制作

技術の習得と、布玩具を使用し子どもたちと遊べる能

力を身に付けることができ、学生の保育者としての自

信向上に繋げることができたと考える。 

６. 今後の課題 

 2014年度より「子ども学ゼミ」を担当して2年である。

この間、学生たちはオリジナリティ溢れる布玩具を考

案・制作し、作品完成時には大作を発表し著者を驚か

せてくれた。児童教育学科に入学する学生はさほど縫

製が出来ないという勝手な解釈が恥ずかしくなる程学

生たちは素晴らしい作品を制作している。 
 本ゼミ受講生は縫うことが好きで、自分自身を不器

用だと思っている学生であっても縫製技術を学び、自

分の力で布玩具を制作したいと感じている。ゼミの時

間は1コマのみで、制作するには短い時間であるが、そ

れでも学生たちは前期・後期それぞれの最終授業に行

うプレゼンテーションに向け、宿題になっても自主的

に作品を仕上げてくる姿勢には感心するばかりである。 
著者は兼ねてより、ゼミ研究を通じ制作した作品を

ゼミ内での紹介だけに留めておくのは大変に惜しいこ

とであると感じている。ゼミ生の制作した作品を幼稚

園や保育園の子どもたちに使用してもらい、使用感や

遊び易さ等の意見を聞く機会を設けることができれば、

学生にとってより一層今後の布玩具研究について意欲

が高まり、保育者としての自信に繋がる。学生の頑張

りに対し、その結果をフィードバックしてやることこ

そが教育として重要であると考え、ゼミで制作した布

玩具の展示や、園との連携について今後の課題と検討

していきたい。 
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ピアスーパーバイザーからのコメント 

子ども学ゼミの授業をとおして，学生が「縫う」と

いう技術を身につけることにより，将来の保育者とし

ての自信につなげていくという点で，保育系の演習授

業を担当している様々な分野の教員にとって共有すべ

き知見があると思われます。保育にかかわる実践的な

授業の積み重ねが，学生の自信となり，保育者の専門

性向上の意欲につながるのではないでしょうか。この

知見が，多くの先生方にご理解いただけることを願っ

ております。 
（担当：児童教育学科 園田雪恵）
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                                    第３類 

小学校教員免許取得に係る科目「体育科教育法」における 

学生の課題に関する一考察 

住本純 

SUMIMOTO Atsushi 

本論文は、小学校教員免許取得に係る科目である「体育科教育法」における 2015 年度授業

実践報告とその授業実践において学生が直面した課題に関して考察を行ったものである。この

「体育科教育法」では、小学校体育授業を計画・実践するための基礎的知識と技術の習得を目

標としている。授業前半では、体育科の学習指導要領等の基礎的知識や指導方法についての理

解を深めた。授業後半は、体育授業の教材作り、模擬授業、模擬授業後の省察に取り組んだ。

そのような一連の授業展開の中で、どの段階・部分で学生が課題を抱えたのか学生自身が記し

た授業記録から考察をした。併せて、学生が模擬授業後にどのようなことに焦点を当て省察し

たのかを報告する。 

キーワード：教員養成、体育科教育、模擬授業、省察

1. はじめに 
 
現在、我が国では、グローバル化や情報化等の高度

化した社会問題への対応が必要となっている（中央教

育審議会，2012）。これに対応し、学校教育においても、

社会からの尊敬・信頼を受ける教員、思考力・判断力・

表現力等を育成することができる実践的指導力を有す

る教員、困難な課題に同僚と協働し、地域と連携して

対応する教員が求められている（中央教育審議会, 
2012）。  
上記の状況を踏まえ、実践的指導力を育成する教員

養成プログラムが重要になってきていることは言うま

でもない。その中で、小学校教員養成段階の体育科に

スポットを当ててみると、現時点において、教育職員

免許法上では、小学校教員免許取得のために取得すべ

き体育関係の単位はきわめて貧困である。この事情は、

海外でも同様に指摘されている。Harris（2012）は、

小学校教員養成の体育授業力量形成にかける時間の少

なさが、体育授業を行う力量形成にネガティブに機能

しているという指摘をしている。 

そのような経過から近年、国内外において専門職と

しての教員の体育授業力量形成やその形成過程に関す

る研究が重要になっており、体育授業を担当する力量

を向上させていく要因の解明や体育授業力量形成に必

要な支援や養成プログラムの検証に関する知見の蓄積

が求められている。 
そこで本研究では、実際に行った小学校教員免許取

得に係る「体育科教育法」の授業実践を報告し、受講

者である学生がどのような課題に直面したのかを明ら

かにする。その課題を明らかにすることは、「体育科教

育法」における、体育授業力量を向上させる授業プロ

グラム作成に向けた有効な知見となるだろう。 
他方で、学生自身が模擬授業後、どのようなことに

焦点を当て、省察するのかを明らかにすることで、学

生の体育授業に関する興味関心や観察ポイントを報告

できると考える。その知見は、上記同様、効果的な授

業プログラムを開発する一助になると考えられる。 
 
2．方法 
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調査期間：平成27年4月10日〜7月24日 
調査対象：小学校教諭2種免許取得に係る科目「体育

科教育法」履修者・短期大学2回生12名 
収集データ：学生自身が記した授業記録 

各自の指導案、グループ指導案 
模擬授業後の省察記録 
 

3. 授業展開とシラバス 
 

表１．2015年度前期「体育科教育法」シラバス

テーマ及び授業の目標

　　テーマ：体育授業のVTR視聴や実践を通して、小学校の体育授業の実践力を養う。

　　目　標：児童にとって意味のある「よい体育授業」を計画、実践するための基礎的知識と技術
                    の習得、授業づくり・教材づくり・観察分析及び評価法の要点を理解する。

授業の概要

体育授業の実践を交えながら、体験的に学習指導要領の目標や内容、各領域の指導方法に関
する知識や技術の習得を行う。

全体の授業計画・内容

１.　　       ガイダンス、学校体育の現状、小学校体育科の目的

２.　　       体育科の目標論と教育課程論：学習指導要領の内容

３.　　       体育授業における教材づくり、学習指導方法論

４.　　       体育授業の観察・分析・評価

５.　　       体育の授業づくり論：単元計画、指導案の作成

６～１０.　　 各領域の実践通じて、指導方略と指導技術を学ぶ

１１～１４.　 グループ毎による指導案作成と模擬授業

１５.　　     本講義のまとめ

　　＊内容は授業の進捗状況によって変更する場合がある。

学習の方法

予習のあり方：次回の授業内容について、学習指導要領で確認しておく。

学習のあり方：体育授業を指導する立場を想定しながら、授業に臨む。

復習のあり方：留意点や重要なポイントについて、振り返る。

成績評価

授業態度（５０％）、提出物（指導案など）（３０％）、模擬授業（２０％）

テキスト

文部科学省　『小学校学習指導要領解説　体育編』　東洋館出版社

参考文献

高橋建夫ほか　編著　『新版　体育科教育学入門』　大修館書店

高橋建夫　編著　『体育授業を観察・評価する』　明和出版

科目名 ：体育科教育法

単位（授業形態） ：２単位（講義・選択）

担当者 ：住本 純

 
 

 表 1 で示すように、授業前半において、体育科の歴

史や成り立ち、内容論、指導論、評価論についての知

識を深めた。その上で、現行の学習指導要領について

の領域構成や要点を講義と実技を交えながら学習した。

その後、学生を4グループに分け、領域を選択し、「教

材作り→指導計画作成→指導案作成」という流れで話

し合いを進めた。そこでまとめられたものを模擬授業

として取り組んだ。1グループ3名だったので、45分

の授業を3分割し、1人15分を受け持ち、模擬授業を

行った。模擬授業前には、単元の流れや教材の意図等

の説明を行った。模擬授業後は、教師役の学生が授業

の反省を発表した。最後に、各自が「授業についての

感想」「参考にしたい点」「改善点」などの項目がある

ワークシートに省察することとした。 

 

4. 考察 
 
表1のように授業を展開していく中で、どのような場

面で、学生は課題に直面したのかについて、収集デー

タから考察していきたい。 
まず学生が直面した課題として挙げられたのは、①

評価の方法を知らないために技能評価に偏重してしま

う点、②正しい技能評価ではなく自分の価値判断で技

能評価してしまう点である。 
例えば、体育授業で児童をどのように評価していく

かを学生に問うてみたところ、ほとんどの学生が技能

の観点のみに集約し、意見を述べていた。また跳び箱

の授業で児童を評価する場合は、高い段数の跳び箱を

跳ぶかどうかのみで評価をきめてしまう。運動技能が

高いか低いかに評価の焦点を当ててしまっていたので

ある。そこに、学生が抱えた課題が見られた。以下は

学生の授業記録である。 
 
運動ができるかできないだけじゃなくて、評価の観

点として、器具の片付け、ワークシートなども評価を

していくことは初めて知った。 
 
技能の評価だけで、評価されていると思っていた。 
 
運動のできることを、ただ足が速いとか高く飛べる

とか、投げるボールが速いとかで決めていた。 
 
この「技能評価を偏重する」、「間違った視点の技能

評価をする」といった課題は、学生自身が受けてきた

体育授業経験を要因としていることが推察できる。な

ぜなら、授業における信念というものは、児童生徒と

して受けてきた授業経験により構築されることが先行

研究からも示されているからである（秋田，2000）。こ

のような課題には、感情や思考を揺さぶられる経験が

必要（秋田，2000）とされている。そのため本授業で

は、実際に3段の跳び箱と5段の跳び箱を跳んでもらっ



夙川学院短期大学 教育実践研究紀要 2015 
 

17 
 

た。3段の跳び箱を跳ぶことの方が難しく、恐怖心も出

てくるのである。このように、その運動領域の内容や

特性を理解していないと正しい技能評価も不可能とな

ることを伝えた。この体験をすることにより、学生が

持っている跳び箱は高い段数を跳ぶことの方が良いと

いう固定観念を崩すことができた。また「技能評価に

偏重する」課題には、実際に技能評価だけで評価する

授業を児童役として授業を受けてもらった。自分の技

能的課題を達成後は、何をしてもいい授業である。学

生自身、この授業を受けた後、下記の感想を述べてい

た。 
 
今日の授業は、授業といえないような気がした。 
 
上記の感想に集約されているように、技能評価だけ

では授業は成り立たない。学生自身が技能評価に偏重

する授業を体験することにより、体育授業の学習内容

には、技能面だけではなく、態度面や認知面を指導評

価する必要性を感じることができたと考えられる。 
このように学生が直面した課題に対応するためには、

学生自身が体験し、固定観念を崩す授業展開が重要に

なることがいえるだろう。 
次に、学生が直面した課題として明らかになったこ

とは、ゲーム・ボール運動領域の教材づくりにおいて、

既存のスポーツ種目を教材にしてしまうことである。

現行の小学校学習指導要領は、ボール操作、ボールを

持たないときの動きや類似するゲームの様相から、中

学年より、ゲーム・ボール運動を「ゴール型（ゲーム）」、

「ネット型（ゲーム）」、「ベースボール型（ゲーム）」（注

1）と3つに分けている。「ゴール型（ゲーム）」といわ

れるものは、サッカーやバスケットボール、ラグビー

等を基にしたゲームを指している。「ネット型（ゲー

ム）」は、テニスやバレーボール等を基にしたゲームで

あり、「ベースボール型（ゲーム）」は、野球やソフト

ボール等を基にしたゲームを指している。ゲーム・ボ

ール運動領域における教材としては、既存のスポーツ

種目を素材としながらも、発達段階に合うように人数

を制限したり、ルールを工夫したりと易しいゲームや

簡易化したゲームを教材として考えることが必要であ

る。しかし、学生は既存のスポーツ種目のルールや道

具を使用することに固執するという課題を見せた。特

に、部活動や社会活動でスポーツを経験してきた学生

ほど固執してしまっている状況だった。以下は学生の

教材作りワークシートから抜粋したものである。 

 

対象学年：３年生

教材名「サッカー」

学習内容（ コート内で攻守入り交じって，ボールを手や足で操作したり，空いている場所に
　　　　　　　素早く動いたりしてゲームをする。 ）

ルール・・・８人対８人、手を使ってはいけない、キーパー１人

用具・・・・・サッカーボール、サッカーゴール  
 

対象学年：５年生
教材名「バレーボール」
学習内容（ ボール操作についての制限を緩和したボールがつながりやすい状況の中で，

　　　　　　相手が捕りにくいようなボールを打ち返すことができるようにする。）
ルール・・・６対６、三回以内で相手にボール返す、サーブは１回
　　　　　　　ボールがネットにかかったり、地面に落ちたら相手の得点
用具・・・・・バレーボール、バドミントンコート、ネットもバドミントン用  

 
先ほどと同様に、学生自身が児童生徒で経験してき

た体育授業が影響を与えていることが推測できる。ま

た現場経験のない学生にとって、小学生がどの程度の

運動能力や認知能力であるかというような発達段階を

イメージして、教材作りを行うことが困難であること

が指摘できる。実際、学生自身がワークシートに書い

たような教材を用いて、学習指導要領に伴う学習内容

を児童に指導することは困難である。学生が提示した

教材よりも、易しく・簡易化した教材が求められる。

しかしながら、ただ単に易しく・簡易化した教材では、

体育授業は成り立たない。そこに指導要領で示された、

子どもたちが学ぶべき学習内容が含まれていなければ

ならない。その点を留意して、学生の抱える課題に対

応した授業プログラムを構成していくことが重要にな

ってくるだろう。 
最後は、指導案作成で直面した課題である。 
小学校では、体育授業の評価観点は「技能」、「態度」、

「思考・判断」である。子どもたちをこの観点で評価

するためには、観点別に対応した指導を行うことが必

要である。所謂、指導と評価の一体である。しかしな

がら、学生の指導案には、評価規準としては上記の3
観点が記載されているのだが、どこでどのように評価

するかが明示されていないのである。模擬授業の本時

案であっても、同様のことが指摘できた。また明示さ

れていても評価規準と指導内容がリンクしていないと
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いう課題も明らかとなった。以下が指導案からの抜粋

である。 
 

＜評価規準＞として記載されていた内容
運動に対する思考・判断
1、ゲームに応じた簡単な作戦を立てたりすることができる。

本時案で評価として明示されていた内容
・話し合いは、全員で決めているか。  

 
 評価規準の「思考・判断」で挙げられている内容は、

指導要領に準拠した内容を記載している。しかし、本

時案に評価内容として示されたものは「態度」の内容

といえるものとなっており、ここに齟齬が生まれてい

る。そのようなことから指導案作成にあたっては、授

業中における評価を考えさせる場合には、設定した評

価規準の内容からずれないことを留意して、学生に指

導していくことが重要になるだろう。 
 
5. 模擬授業後の省察内容 
  
 ここでは、模擬授業後に学生がどのような内容を省

察したかについて報告する。表2にどのようなことに

焦点を当てて省察行ったか数値で示した。模擬授業を4
回行い、毎回、教師役、児童役に限らず、全員にワー

クシートを提出させた。合計は、41枚であった。3つ

の質問項目ごとに振り分けを行った。 
 

表2．省察内容とその記載回数 

省察内容 記載回数
授業の雰囲気 47

指導方法 32
教材内容 24

指導案の書き方 13
その他 7
合計 123  

 
具体的な学生の省察は以下である。 

 
＜授業の雰囲気＞ 
・楽しくプレイすることができた。 
・指導者の一生懸命さが伝わり、より楽しむことがで

きました。 
・ジェスチャーするのが恥ずかしくて上手くできなか

ったけど、進んでいくうちに楽しくなった。 
 
＜指導方法＞ 
・声のメリハリや子ども一人ひとりへの目配りが少な

かったように感じた。 
・実習の経験を生かして、声かけや授業の進め方など

がとてもスムーズだった。 
 
＜教材内容＞ 
・バレーが苦手だけど、ソフトバレーなら上手、下手

が見えないから、この教材を利用したことがすごいと

思った。 
・ピッチャーが一塁と二塁の間にいるのは少しやりに

くかったです。 
 
＜指導案の書き方＞ 
・指導案も見やすくて良かったです。 
・指導案の書き方が気になりました。 
 
＜その他＞ 
・笑顔がかわいかった。 
 
表2や上記の具体例から示されたように、模擬授業

が盛り上がったかどうか、楽しかったかどうかという

授業の雰囲気や勢いに焦点を当てることが多かった。

そのため、模擬授業後の指導講評する場面で、指導方

法や教材内容について学生に問いを投げかけ、それら

に焦点化した話し合いを行う時間を設けた。意図的に

指導方法や教材内容に関心を向けさせることで、省察

での指導方法や教材内容への指摘が徐々に増えたと思

われる。この点は、先行研究でも同様に、模擬授業の

回を追うごとに指導方法の指摘や授業改善の提案を省

察で述べる傾向にあることが指摘されている（岸，

2013）。加えて、近年の体育科教育学分野の先行研究を

概観してみても、上記と同様に模擬授業後に省察を行

うことの重要性は多く指摘されている（藤田ら，2011；
廣兼，2012）。このような先行研究からも、模擬授業後

に学生自身が省察を行い、体育授業の内容に焦点を当

てた省察が増加したことは、本実践の「体育科教育法」

における授業成果といえるだろう。しかしながら、評

価に関する省察がほぼ見当たらなかったことや教材内

容や指導方法、指導案の書き方に対して、具体的な改
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善点の指摘が少なかったことは今後の課題である。 
 
6．おわりに 
 
 本論文では、小学校教員免許取得に係る科目である

「体育科教育法」での学生が直面した課題や模擬授業

後の省察について、報告してきた。 
 “はじめに”で述べたように、小学校教員免許取得の

ために取得すべき体育科に関する指導法関係の最低習

得単位数は、極めて少ない状況である。本実践を行っ

た短期大学にあっても小学校体育授業に関する科目は、

調査対象となった「体育科教育法」だけである。その

限られた15回という講義時数の中で、体育科のどの内

容に重みづけを行い、授業を展開させていくかどうか

は、大きな課題である。今回、報告を行った学生が直

面した課題を参考に授業展開していくことは、効果的

な教員養成プログラム開発にとっても、重要な視点と

なり得ることだろう。 
 
（注1） 
小学校学習指導要領体育編では、中学年は「ゴール型

ゲーム」、「ネット型ゲーム」、「ベースボール型ゲーム」

と記載されている。高学年では、「ゴール型」、「ネット

型」、「ベースボール型」と記載されている。 
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ピアスーパーバイザーからのコメント 

 本論文は「体育科教育法」における学生の取り組み

について、学生が陥りがちな評価方法の偏りや、教材

づくり・指導案作成の際に直面する課題について、学

生の作成した授業記録や指導案、グループ指導案、模

擬授業後の省察記録から考察したものである。学ぶ側

から教える側へと立場の転換を初めて経験する学生

が、授業を組み立てていくまでに必要な「気づき」と

それを促す指導法が指摘され、「体育科」における考察

であるが、全ての「教科教育法」の授業で同様の「気

づきの促し」が必要であることを認識させる論である

と思われる。本論が指摘するように、小学校の各教科

の理解を深める授業の機会は多いとは言えないので、

この知見を共有することで各教科教育法の連携を深

め、学生に有益な授業としてゆきたい。 
（担当：児童教育学科 三木 麻子） 
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                                 第４類 

漢字学習のための漢字カードゲーム作り 

丹羽正之 

NIWA Masayuki 

本稿は、夙川学院短期大学において筆者が担当する科目「漢字のトレーニング」での、漢字

教育に関する研究である。これまで「漢字のトレーニング」では筆記問題の演習によって漢字

能力を高めてきたが、漢字を丸暗記するだけでは効率が悪いし、応用が利かない。そこで、漢

字の部品構成に着目したゲーム用の漢字カードを作り、楽しくゲームをすることで多くの漢字

の部品に慣れ親しむ手法を考案した。漢字カードは名刺大のカードで、筆者と学生の手作りで

ある。本稿では、漢字カードの作り方、漢字カードゲームの進め方、今後の課題などを述べる。 

キーワード：漢字、漢字カード、部品、意符、音符、階層構造、ゲーム 

1. はじめに 

漢字は、多くが部品の組み合わせで作られている。

意味を表す部品を意符（いふ）と呼び、音を表す部品

を音符（おんぷ）と呼ぶ。意符と音符を組み合わせて

作られた漢字を形声（けいせい）文字と呼ぶが、一説

には、漢字全体のおよそ９割が形声文字だという。 
 
このことから、漢字学習において意符・音符を学ぶ

ことが非常に重要だとわかるが、現実には学校教育で

意符・音符が取り上げられることは少なく、象形・指

示・会意・形声といった漢字の成り立ちの説明にとど

まっている。なぜなら、意符・音符の種類が（漢字ほ

ど多くはないが）かなり多いからである。せいぜい、

代表的な意符のいくつかが「部首」という名前で紹介

されるくらいであろう。学校で学ぶべき漢字の数が多

いために、意符・音符の説明にまで教師の手が回らな

いのが実情だと思われる。結局、これまで私たちは個々

の漢字の構造、すなわち、意符と音符がどのように組

み合わされているかという点にあまり触れることなく、

多くの漢字を学んできたことになる。 
 
このような現状において、意符・音符に親しみ、漢

字の構造を楽しく学ぶ方法はないものかという観点か

ら、漢字カードゲーム作りを思いついた。まず、漢字

がどのような意符と音符から出来ているかを示す名刺

大のカードを作る。さらに、そのカード・セットを使

って、ゲーム形式でのカード遊びを楽しむ。カード作

りも、カード遊びも、部品の組み合わせのよい学習に

なる。 

2. 漢字の構造（意符と音符） 

たとえば、「何」は、意符「亻」と音符「可」を組み

合わせた形声文字である。音符「可」によって、「何」

は カ の音を持つ。意符「亻」によって、「何」は人

の行為の意味を持つ。「何」＝「亻」＋「可」という構

造を理解することが重要である。 
「何」と「向」は一見するとよく似た字形だが、私

たちがこれらを全く異なる漢字として容易に識別でき

るのは、両者が構造的に別物であることを瞬時に認識

しているからに他ならない。構造の理解、すなわち部

品に分解することで、漢字をより識別しやすくなるし、

間違えにくくなる。（以下では、構造の説明上、形声文

字以外の漢字も例示する。） 
 
「何」＝「亻」＋「可」は「ヘン」＋「ツクリ」の

例だが、それ以外の構造も数多く存在する。 
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いろいろなタイプの構造の例をあげよう。 
「痛」＝「疒」＋「甬」 
「屈」＝「尸」＋「出」 
「賞」＝「尚」＋「貝」 
「魅」＝「鬼」＋「未」 
「固」＝「囗」＋「古」 
「基」＝「其」＋「土」 
「膚」＝「虍」＋「胃」 
「美」＝「羊」＋「大」 
「暮」＝「莫」＋「日」 
「衝」＝「行」＋「重」 
「衷」＝「衣」＋「中」 
 
たとえば、同じ部品「歹」を含む漢字でも 
「列」＝「歹」＋「刂」 
「殊」＝「歹」＋「朱」 
「殉」＝「歹」＋「旬」 
などの組み合わせは平易だが 
「夙」＝「歹」＋「几」や 
「死」＝「歹」＋「匕」のような変形もある。 
 
部品「夭」を例にとれば 
「妖」＝「女」＋「夭」 
「沃」＝「氵」＋「夭」 
などは容易だが 
「笑」＝「竹」＋「夭」は盲点かもしれない。この

ように同じ部品がいろいろな位置に使われたり、変形

したりすることに注意が必要である。 
 
さらに、漢字の構造の特徴として、漢字が（それ自

体を一つの部品として）別の部品と合体し、新たな漢

字になる、というような階層構造がある。下記のよう

な例である。 
 
「何」＝「亻」＋「可」 
   ↓ 
「荷」＝「艹」＋「何」 
 
これを書き換えると 
「荷」＝「艹」＋（「亻」＋「可」） 
となる。 
 
さらに例をあげると 
 

「歌」＝「哥」＋「欠」 
   ＝（「可」＋「可」）＋「欠」 
 
「懇」＝「貇」＋「心」 
   ＝（「豸」＋「艮」）＋「心」 
 
このような階層構造が見えてくると、漢字の学習が

より楽しく、効率的になる。 

3.  漢字カードの原稿を作る 

漢字カードの用紙は、アスクルの名刺カード用紙を

選んだ。少し厚手のＡ４用紙で、用紙１枚につき名刺

カード１０枚を作れる。ミシン目が入っているので、

手で簡単にばらばらのカードになる。１００枚入りの

用紙を買えば、名刺カード１０００枚になる。その場

合の名刺カード１枚当たりのコストは約１.７円である。 
 
対象とする漢字は、漢字検定１０級から２級までの

２１３６字とした。これは常用漢字のすべてに該当す

る。下に一部を例示する。（漢検１０級と２級対象漢字） 
 
一右雨円王音下火花貝学気九休玉金空月犬見 
五口校左三山子四糸字耳七車手十出女小上森 
人水正生青夕石赤千川先早草足村大男竹中虫 
町天田土二日入年白八百文木本名目立力林六 
 
挨曖宛嵐畏萎椅彙茨咽淫唄鬱怨媛艶旺岡臆俺 
苛牙瓦楷潰諧崖蓋骸柿顎葛釜鎌韓玩伎亀毀畿 
臼嗅巾僅錦惧串窟熊詣憬稽隙桁拳鍵舷股虎錮 
勾梗喉乞傲駒頃痕沙挫采塞埼柵刹拶斬恣摯餌 
鹿叱嫉腫呪袖羞蹴憧拭尻芯腎須裾凄醒脊戚煎 
羨腺詮箋膳狙遡曽爽痩踪捉遜汰唾堆戴誰旦綻 
緻酎貼嘲捗椎爪鶴諦溺填妬賭藤瞳栃頓貪丼那 
奈梨謎鍋匂虹捻罵剥箸氾汎阪斑眉膝肘阜訃蔽 
餅璧蔑哺蜂貌頬睦勃昧枕蜜冥麺冶弥闇喩湧妖 
瘍沃拉辣藍璃慄侶瞭瑠呂賂弄籠麓脇 
 
この２１３６字の漢字カードを作るわけだが、まず

マイクロソフトＷＯＲＤでＡ４の印刷原稿を作った。

（次図） 
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この例のように、見出しとなる漢字は、教科書体で

大きく（７２ポイント）印字して、その下に点線で９

つの四角形を印刷する。この四角形は、部品を書き込

むエリアである。 
１０個の漢字の配置は、アスクルの名刺カード用紙

にぴったり合わせてある。この原稿は普通のＡ４用紙

に印刷する。そして（各漢字の部品を書き込んで）原

稿が完成すれば、それを名刺カード用紙に複写する。

ミシン目に沿って、ばらばらに切り離せば、名刺サイ

ズの漢字カードが完成である。 

４.  漢字の部品を手書きする 

３つのクラスで、学生による部品の手書き作業を行

った。２１４枚のＡ４原稿を、一人３～４枚ずつ分担

して、それぞれの漢字の部品を書いていく。 
 

 

 
この場合に、意味のある部品までの分解にとどめる

ことが重要である。やみくもに分解を進めてしまうと、

漢字の階層構造を通り越して、点と線だけになってし

まう。しかし、何を部品と認識するかは、漢字の字源

に関係する、高度な判断が必要な場合もある。学生に

とっては、ここが最も難しい作業だったかもしれない

が、漢字の部品を意識する訓練になったはずである。 
 
最終的には、私が手直しして、漢字カードの原稿を

完成させた。 
 
なお、原稿の完成形でも部品を手書きせざるを得な

かったのは、現在のコンピュータにはすべての部品の

フォントが備わっていないからである。完成原稿を下

に例示する。 
 

 

 
この中の漢字カード「楷」１枚分を拡大しよう。 
 

 
 
このカードは、次の内容を示している。 



夙川学院短期大学 教育実践研究紀要 2015 
 

23 
 

「楷」＝「木」＋「皆」 
   ＝「木」＋（「比」＋「白」） 
 
つまり、「楷」という漢字は、要素として「木」「皆」

「比」「白」という４つの部品を持っている。このよう

な部品が書かれたカードを使って、部品探しのゲーム

を行う。 

5.  ゲームの進め方 

４～５人でグループを作り、それぞれに１０枚ずつ

漢字カードを配る。それが手札である。手札が早く無

くなった者が勝ちとなる。プレーヤーは自分の手札を

よく眺めて、どのような部品があるかを把握しておく。 
 
机上には漢字カードのストックが置いてある。最初

にストックから１枚を取って、場に置き、皆に示す。 
 
プレーヤーは順番に行動する。場に置かれた漢字カ

ードと共通の部品を自分が持っていれば、その漢字カ

ードを場のカードの上に捨てることができる。つまり

自分の手札が１枚減る。（このとき、カードが重ねられ

ることで、前のカードの部品が消え、新しいカードの

部品が現れる、という変化が起きる。） 
 
しかし、同じ部品を持っていなければ、手札を捨て

ることはできない。そのかわり、ストックから１枚を

引いて自分の手札に加え、よく吟味してから、手札の

中の１枚を、場に置く。（この場合は、重ねるのではな

く、横に並べて置く。）つまり、自分の手札の枚数は変

わらないが、場には２枚のカードが並ぶことになる。

（１枚を引いて、別の１枚を置けば、手札の内容がそ

の分だけ変化する。よりよい部品を手元に残すことが

可能だ。） 
 
次のプレーヤーも同じ部品を持っていなければ、同

様にして、場には３枚のカードが並ぶことになる。 
 
このように、ゲームが進むほど、場には多くのカー

ドが並ぶ。場のカードの一部は、上に重ねて捨てられ

ることで変化するし、手札も（ストックから１枚を引

き、別の１枚を場に置くことで）少しずつ変化してい

く。ゲームは終盤になるほど、手札の減りは早くなる。 
 

 
 
ゲーム中は、場には漢字カードが所狭しと並ぶこと

になる。そして、プレーヤーは目を凝らして、場の部

品を眺め、自分の手札を捨てられないか考える。これ

によって、漢字の部品を目に焼き付け、漢字の構造に

慣れ親しむことができる。 
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実際に何回かゲームをすると、出現しやすい部品が

わかったり、どれを先に捨てるかという作戦を考えた

りと、戦略的な面白さも出てくる。 
学生の感想を聞くと、面白いと評価する声が目立っ

た。 
しかし、一方で、部品が思うように出ず、いつまで

たっても手札が減らなかったり、あまりにも多くのカ

ードが机上に並んで、わけがわからなくなったりとい

うケースもあった。部品の種類が多いために、カード

のばらつきによっては、ゲームがうまく進まないこと

もあるようだ。 
ゲーム性を高めるためには、共通部品の漢字だけを

セレクトしたカード集を作るのもよいかもしれない。 
 
また、ある学生から、幼児教育の題材として、この

漢字カードが使えるのではないか、というアイデアが

提案された。たしかに、漢字をあまり知らなくても、

共通な部品を探すという遊びとして、漢字カードが使

えるかもしれない。 
 
さらに、学習効果を高めるため、カードに漢字の読

み（音･訓）や熟語、部品名なども併記できるとよい、

という意見や、部品を色分けして（くちへん と くに

がまえ など）違いを明確にしたい、という改良案もあ

った。 
 
最後に、私の担当クラスだけではなく、三木麻子先

生のクラスにおいても漢字カード作りやゲーム実験に

ご協力いただいたことを記して感謝する。 
 

 

 

 

 
 
ピアスーパーバイザーからのコメント 

本論文は漢字の構造の理解を促すためにカードゲーム

を用いるというユニークな授業の実践報告です。最近の

若者の読書離れ、活字離れがよく言われますが、同様に

漢字離れもメールなどの普及とともに加速度的に進ん

でいるように思われます。本論文の実践は、そのような

状況下にある若者の興味をゲームによって喚起すると

いう試みですが、参加者がカード作成の段階から漢字の

構造に改めて気づき、ゲームに夢中になりながら興味を

深めて行くであろうことは容易に想像できます。興味を

持ったことには意欲的に取り組むが、興味の対象外と感

じるとどんなに優れた内容であっても見向きもしない、

という学生もいる中で、このような実践が、まず多くの

学生の興味を引き出すことの工夫が大切であるという

ことを再認識させてくれます。 
今後の展開として、本論文中にも学生の意見として掲載

されているように、漢字の読みや熟語の理解に繋がるよ

うな工夫がなされると、もっと活用の幅も広がるのでは

ないかと思われます。 
（担当：児童教育学科 小林 伸雄）
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